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満足と納得が得られる医療の実現
病院の理念

満 足 と 納 得 が 得 ら れ る 医 療 の 実 践病 院 の 理 念

曜日
科／部門 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

特殊外来・各種教室等
名称 曜 時間

内
　
　
　
　
科

胃 腸 科

白　木　　　学 浜　田　史　朗 小　島　康　弘 浜　田　史　朗 大　原　秀　一
齋　藤　晃　弘 楠　瀬　寛　顕 半　田　朋　子 白　木　　　学 小　島　康　弘

玉　渕　泰　史 斎　藤　紘　樹 清　水　貴　文 北　川　　　靖
大　原　祐　樹

内視鏡
上部 大　原　秀　一

浜田／北川／半田／玉渕／斎藤（紘）
大　原　秀　一

北川／半田／大原（祐）／斎藤（紘）
大　原　秀　一

浜田／北川／齋藤（晃）／清水
大　原　秀　一

北川／半田／楠瀬／大原（祐）
大　原　秀　一

浜田／齋藤（晃）／玉渕／清水
下部 小島／楠瀬／清水／大原（祐）小島／白木／齋藤（晃）／清水 白木／玉渕／楠瀬／大原（祐） 小島／齋藤（晃）／斎藤（紘）／玉渕 白木／半田／斎藤（紘）／楠瀬

肝 臓 科
小　林　智　夫 阿　部　直　司 阿　部　直　司 阿　部　直　司 阿　部　直　司
山　川　　　暢 山　川　　　暢 小　林　智　夫

腫瘍内科
丹田　　滋（院外新患）14:00 〜
院内紹介は問合せ下さい

緩和ケア内科 小笠原鉄郎　11:00 〜 12:00 小笠原鉄郎　9:00 〜 12:00 小笠原鉄郎　11:00 〜 12:00 小笠原鉄郎　9:00 〜 12:00 小笠原鉄郎　11:00 〜 12:00
糖尿病・
代謝内科 松本　雅博（登録医新患） 丹治　泰裕（登録医新患） 赤井　裕輝（登録医新患） 加納　隆輔（登録医新患） 渡辺　太一（登録医新患） 糖尿病教室

月
〜
金

15:30 〜 16:30

循環器内科
高　橋　務　子（新患） 加　藤　　　浩 東北大学病院医師 東北大学病院医師 東北大学病院医師
川　名　暁　子（再来） （他院紹介・急患のみ） 加藤　　浩（再来） 高　橋　務　子（再来） 川　名　暁　子（再来）

高血圧内科 金　野　　　敏 宗　像　正　徳 宗像（第1・3・5）、金野（第2・4）
（院外新患のみ） 宗　像　正　徳 金　野　　　敏 血液疾患外来 金 午後診察

（受付は14時まで）

呼吸器内科

三　浦　元　彦 榊　原　智　博 田　代　祐　介 三　浦　元　彦 大　塚　竜　也 喘息外来
（予約制） 月 14:00 〜 15:00

田　代　祐　介 大　塚　竜　也 阿　部　武　士 榊　原　智　博 滝　田　克　也 禁煙外来
（完全予約制） 水 14:00 〜 16:00

谷　津　年　保 伊　藤　あゆみ 谷　津　年　保 女性外来
（隔週予約）

水
・
木 14:00 〜 15:30

SAS外来 佐　藤　　　研
（完全予約制、14:00 〜 16:00）

呼吸器外科 保　坂　智　子 保　坂　智　子
心療内科 田　口　文　人 田　口　文　人 田　口　文　人 田　口　文　人 田　口　文　人 再来は予約制

小　児　科

千　葉　　　靖 千　葉　　　靖 高　柳　玲　子 高　柳　玲　子 千　葉　　　靖

午後診はすべて予約制高　柳　玲　子 沼　田　美　香 沼　田　美　香 小　島　三千代 沼　田　美　香

14:00 〜　予防接種 13:30 〜神経外来　山本　克哉
（第2・4週のみ）

14:00 〜腎臓外来　千葉　　靖
14:00 〜　乳児検診

外
　
　
　
　
科

消化器外科
徳村　弘実（10:00 〜） 徳　村　弘　実 野　村　良　平 徳　村　弘　実 武　藤　満　完

※乳腺外科：火曜・金曜の診察は
　　　　　　午後のみで予約制

　胆石外来：月曜・木曜
　ヘルニア外来：火曜・木曜
　ストーマ外来：火曜午後予約制

西　條　文　人 安　本　明　浩 松　村　直　樹
片寄　　友（午前のみ）

大腸肛門外科
高　橋　賢　一
羽根田　　　祥

乳腺外科 豊　島　　　隆 ※豊　島隆（新患のみ） 豊　島　　　隆 ※柴原　みい（新患のみ）

血管外科 東北大学医師
13:30 〜（完全予約制、第2のみ）

整
形
外
科

関　　節

信　田　進　吾 井　上　尚　美 信　田　進　吾 井　上　尚　美 信　田　進　吾
田　中　　　稔 田　中　　　稔 井　上　尚　美 小　河　裕　明 奥　野　洋　史
奥　野　洋　史 小　河　裕　明 田　中　　　稔 藤　谷　晃　亮
黒　川　大　介 黒　川　大　介 小　河　裕　明 阿　部　高　久
守　屋　秀　一 藤　谷　晃　亮 黒　川　大　介

守屋　秀一（午後から） 藤谷　晃亮（午後から）
阿　部　高　久 守　屋　秀　一

阿　部　高　久
奥　野　洋　史

脊　　椎
日下部　　　隆 日下部　　　隆 日下部　　　隆 ※脊椎外科：第2・第4木曜は

　　　　　　再来のみ対応泉　山　拓　也 泉　山　拓　也 泉　山　拓　也
脳神経外科 長嶺　義秀（午後のみ）
脳卒中科 柏　原　茂　樹 柏　原　茂　樹 柏　原　茂　樹 柏　原　茂　樹
老年内科 佐藤　琢磨（第1・3週のみ） 完全予約制

皮 膚 科 谷　田　宗　男 武　藤　雄　介 谷　田　宗　男 武　藤　雄　介 谷　田　宗　男 受付10:00まで
月・火・木午後検査（予約制）

泌尿器科
阿　部　優　子（新患） 竹　本　　　淳（新患）

浪　間　孝　重
後　藤　拓　郎（新患） 新患担当医

浪　間　孝　重 浪　間　孝　重 竹　本　　　淳 阿　部　優　子
産婦人科 東北大学病院医師 東北大学病院医師 完全予約制

眼　　科
佐　藤　　　肇 − 佐　藤　　　肇 − 佐　藤　　　肇

月・水・金　午後検査（予約制）
手術日　火･木中　山　紘　子 中　山　紘　子 中　山　紘　子 − 中　山　紘　子

浅　野　俊　文 − 浅　野　俊　文 浅　野　俊　文 浅　野　俊　文

耳鼻咽喉科

大　山　健　二 大　山　健　二 − 大　山　健　二 大　山　健　二

手術日　月・水・金
再来予約制

− 入間田　美保子 入間田　美保子 入間田　美保子 入間田　美保子
織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔
橋　本　　　研 橋　本　　　研 橋　本　　　研 橋　本　　　研 橋　本　　　研
田　畑　摩　純 田　畑　摩　純 田　畑　摩　純 田　畑　摩　純 田　畑　摩　純

リハビリ科
心リハ外来 心リハ外来 心リハ外来 ブレースクリニック

毎週金曜日（15:00 〜）予約制小　松　恒　弘 原　田　　　卓 東北大学医師 小　松　恒　弘 原　田　　　卓

放射線治療科 白　田　佑　子 白　田　佑　子 白　田　佑　子 白　田　佑　子 白　田　佑　子 完全予約制
（前週金曜日まで曜日確認・電話で予約）

リウマチ科
− 畠　山　　　明 畠　山　　　明（新患） 畠　山　　　明 畠　山　　　明 完全予約制（院内・院外）

新患は電話で予約加　藤　一　郎 加　藤　一　郎（新患） 加　藤　一　郎 非常勤医師（第1・第3週） 加　藤　一　郎
歯　　科 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 完全予約制
口腔外科 − 非常勤医師（午後のみ） − 非常勤医師（午後のみ） − 完全予約制
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1　患者さんの安全と安心を第一に考える医療を提供します

2　患者さんの権利を尊重し、思いやりのある医療を実践します

3　科学的根拠に基づく質の高い医療を提供します

4　地域の方々と勤労者の健康管理を支援します

基 本 方 針◦地域医療支援病院

◦地域がん診療連携拠点病院

◦災害拠点病院

◦臨床研修指定病院

◦日本医療機能評価機構認定病院

独立行政法人 労働者健康福祉機構　東北労災病院
〒981-8563　仙台市青葉区台原4-3-21

TEL.022-275-1111（代表）　FAX.022-275-4431
ホームページ　http：//www.tohokuh.rofuku.go.jp

地域医療連携センター
TEL.022-275-1467（直通）　FAX.0120-772-061

平成 28 年 1月　どんと祭

東北労災病院外来診療担当表（平成28年1月1日）



人事異動について

1 2

採用 平成27年11月1日付

放射線治療科　白田　佑子

平成27年10月31日付 放 射 線 治 療 科 山本　貴也転出

平成28年1月1日付 放射線診断科　森下　陽平
●専門分野　神経放射線　　●一言　 質の高い診療を目指し、日々精進いたします。

平成28年2月1日付 麻　酔　科　紺野　大輔
●専門分野　麻 酔 一 般　　●一言　 患者様の安全安心を心がけております。

T o p i c s

第21回市民講座が当院１階ロビーで開催されました。「正しく知ってほ
しい胆管がん」（消化器外科部長　片寄 友）、「糖尿病の予防と対策～なら
ないように、こじらせないように～」（糖尿病代謝内科部長　松本 雅博）
の講演があり、講座に60人以上の市民の皆さまのご参加を頂きました。

お詫び　�ろうさい連携だより21号のTopics「医療連携のつどい報告」において、長野内科胃腸科　長野正裕先生の
ご講演題「登録医からの御意見と御要望」の記載が抜けておりました。深くお詫び申し上げます。

第19回市民講座報告 平成27年11月14日（土）開催

2016 年年頭の挨拶

病院長　佐藤　克巳

今号の投稿

オール　ザ　ピープル

昼行灯のヒマジンも心配だ。ジョンはかつてイマジンを通して反戦平和を歌った。そして今、第三次大戦の勃発を危惧する
人が少なくない。中東付近は有史以来ずーっと戦争が頻発してきた地域だ。そのカルマ､ 人類の業は今のテロに繋がってい
るのだろう。不安、怒り、憎しみの連鎖が、諍いから紛争、そして大きな戦争を惹起する。もう一つの原因は欲望の増大にある。 
権力欲である。権力欲の肥大は大きな慢心となって人間社会を乱す。慢心と憎しみの根底には、小さな不安と自尊心の蓄積
がある。これらをコントロールする治療はないものか。

想像してごらん、国がない、戦争がない、宗教もない、欲張りも飢えもない、みんな仲間だ、世界は一つだ。難しくないだろう。

お知らせ

市民公開講座
日　　時　平成28年2月27日（土）10:30 ～ 11:30　　場　　所　東北労災病院1階ロビー
講　　演　「脳卒中の再発予防」リハビリ科部長　原田�卓、「転倒予防のコツ」中央リハビリ科部長　畠山　榮

第２回歯科衛生士セミナー
日　　時　平成28年2月21日（日）10:00 ～ 12:00　　場　　所　東北労災病院

地域医療連携センターから

◆月別紹介患者数
紹介患者数 逆紹介患者数 紹介患者数 逆紹介患者数

平成27年10月 1,439人 706人 平成26年10月 1,390人 788人
平成27年11月 1,255人 773人 平成26年11月 1,161人 656人
平成27年12月 1,230人 751人 平成26年12月 1,144人 742人

◆病診連携サービス実態調査報告
日頃より患者様のご紹介と、毎年10月に実施しておりま

す連携サービス実態調査の多大なるご協力に重ねて感謝申
し上げます。

94件の回答をいただきました。調査のご報告を掲載いた
します。（※223件の医療機関に配付〈回収率〉42.2％）

◎�すべての項目において、前年度より満足度が高い評価に
なりました。

調査項目
満　　足　　度

H27年度 H26年度 増減
報告書が届く時間 80.7% 67.3% 13.4%
報告書のわかりやすさ 87.5% 73.6% 13.9%
紹介患者の最終報告 72.4% 66.4% 6.0%
症例検討会 34.9% 31.3% 6.6%
診察時間帯について 63.5% 47.1% 16.4%
緊急時・時間外受入体制 60.5% 45.0% 15.5%
緊急時・時間外対応 76.5% 61.9% 14.6%
逆紹介 57.5% 50.0% 7.5%

新年明けましておめでとうございます。

先生方におかれましてはご健勝で佳いお正月をお迎えのこととお慶び申し上げます。年

頭に当たり、先生方のご多幸とますますのご発展を心よりお祈り申し上げます。

当院も無事に新しい年を迎えることができました。これも先生方から賜りました暖かい

ご支援のお蔭でございます。心から感謝申し上げます。

当院における昨年の大きな事業の一つに地方包括ケア病棟の設置がありました。地域包

括ケア病棟とは、急性期医療を終了し、すぐに在宅や施設へ移行するには不安のある患者

に対し、在宅復帰に向けて医療管理、診療、看護、リハビリを行うことを目標にした病棟

です。厳格な運営を心掛けた結果、病床利用率が約90％という成績を収めることができま

した。また、血管造影X線診断装置、電子内視鏡システム、超音波診断装置などの設置を

行うことができました。本年は、放射線治療装置の更新を行う予定です。

緩和医療専門医である小笠原部長が着任して、がん治療が本格化したことから労災がん

センターを表明することにしました。診断、手術、化学療法、緩和医療と一貫したがん治

療を地域に提供していきたいと思います。昨年6月から脳卒中科が設置され、脳神経外科専

門医である柏原部長のご努力により軌道に乗ってきました。精神科を除くほとんどの領域

の2次救急医療に対応できるようになり、青葉区や泉区など仙台市北部地区の住民の要望に

応えられる体制の基礎が確立されつつあります。今年はこれを推進して、地域住民の健康

を守る急性期地域医療支援病院としてお役にたてればと願っています。

当院は、科学的根拠に基づく質の高い医療を提供することを謳っております。高機能の

設備、多くの専門医の配置、若い力に満ちた研修医の活躍、すべての職種を動員したチー

ム医療を結集しなければ急性期・災害拠点病院を維持できません。当院でもDMATチーム

を編成して、災害対応の訓練に定期的に参加しております。救急医療の充実は当院におけ

る重点目標になっており、昨年11月より連日救急当番病院に指定されています。連携医の

先生方からの依頼は断ることのないように指導しておりますので、ご連絡をいただければ

と思っております。

平成28年4月には10名の臨床研修医が当院に赴任する予定になっております。現在、初期

研修医として13名が研修しており、後期研修医として当院で引き続き働いてくれることを

期待しております。若い研修医や看護師、そして多くの患者様に選んでいただけるような

病院を目指して頑張る所存です。先生方におかれましては、今年度もどうぞよろしくご指

導ご鞭撻を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。


